
No 会場 Map No. 企画概要 開催期⽇ 問合せ先・HP・申込⽅法等

1 中央図書館

九州⼤学中央図書館
1階から4階までの巨⼤な吹き抜け空間とその壁⾯いっぱいに本が並ぶ知の回廊は、⾒る者を圧倒します。
「中国⾰命の⽗」である孫⽂（1913年来学）の書や、映像・グラフィックス・年表・書籍等で中村哲医
師の⾔葉と活動を伝える「中村哲医師メモリアルアーカイブ」など、⾒どころもたくさん。

平⽇ 9:00-21:00
⼟⽇祝⽇ 10:00-18:00

【問合せ先】附属図書館 利⽤者サービス課サービス企画係
【TEL】 092-802-2480
【E-mail】touservice@jimu.kyushu-u.ac.jp
【申込⽅法】申込不要

※⾒学マップを⽚⼿に、館内を⾃由に⾒学していただけます。
 https://www.lib.kyushu-u.ac.jp

2
中央図書館４F
Sky Cute Commons

講演会（附属図書館貴重⽂物展⽰「続・雅俗繚乱 ―江⼾の秘本・珍本・⾃筆本―」）
附属図書館貴重⽂物展⽰と連動した講演会です。江⼾時代の思想・⽂学をご専⾨とする川平敏⽂教授（九
州⼤学⼈⽂科学研究院）に、「江⼾⽂化の路地裏へ―中野三敏が愛した和本たち―」と題して、講演いた
だきます。講演は、会場での対⾯参加に加えて、オンライン同時配信も⾏います。

5⽉18⽇（⼟）
14:30-15:50

【問い合わせ先】附属図書館 利⽤者サービス課サービス企画係
【TEL】TEL: 092-802-2480
【E-mail】touservice@jimu.kyushu-u.ac.jp
【申込⽅法】要申込
 https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/events/gazoku2024

3 九州⼤学理系図書館 39
九州⼤学理系図書館
理系の専⾨書はもちろん、⼀般教養図書も幅広く揃っています。落ち着いた雰囲気のエリアと活発に議論
できるエリアに分かれており、⾃分の好きなエリアで過ごすことができます。また、80万冊収容の⾃動書
庫を備え、地下にある⾒学窓から書庫内の様⼦を⾒ることもできます。

平⽇ 9:00-21:00
⼟⽇祝⽇ 10:00-18:00

【問い合わせ先】附属図書館 利⽤者サービス課理系資料サービス係
【TEL】TEL: 092-802-2450
【E-mail】titoservice@jimu.kyushu-u.ac.jp
【申込⽅法】申込不要。

※⾒学マップを⽚⼿に、館内を⾃由に⾒学していただけます。
 https://www.lib.kyushu-u.ac.jp

4 フジイギャラリー

附属図書館貴重⽂物展⽰「続・雅俗繚乱 ―江⼾の秘本・珍本・⾃筆本―」
故中野三敏九州⼤学名誉教授が⻑年蒐集した江⼾期和装本を中⼼とするコレクション「雅俗⽂庫」の展⽰
会を開催します。「雅俗⽂庫」は、和歌・漢詩・擬古⽂など伝統⽂化にあたる「雅」、俳諧・川柳・⼩説
など新興⽂化にあたる「俗」の双⽅を収め、珍本・奇本も多く含んでいます。江⼾⽂化に関⼼のある者に
とって宝物のような多彩な資料群です。

5⽉10⽇（⾦）-6⽉29⽇（⼟）
⽉〜⼟曜 10:00〜17:00

⽇曜休館

【問い合わせ先】附属図書館 利⽤者サービス課サービス企画係
【TEL】TEL: 092-802-2480
【E-mail】touservice@jimu.kyushu-u.ac.jp
【HP】https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/events/gazoku2024
【申込⽅法】申込不要

5 フジイギャラリー
ギャラリートーク（附属図書館貴重⽂物展⽰「続・雅俗繚乱 ―江⼾の秘本・珍本・⾃筆本―」）
江⼾期和装本を中⼼とするコレクション「雅俗⽂庫」をフジイギャラリーで実際に鑑賞しながら、展⽰の
監修者である川平敏⽂教授（九州⼤学⼈⽂科学研究院）に⾒どころを解説していただきます。

5⽉18⽇（⼟）
13:30-14:00

【問合せ先】附属図書館 利⽤者サービス課サービス企画係
【TEL】 092-802-2480
【E-mail】touservice@jimu.kyushu-u.ac.jp
【申込⽅法】要申込
 https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/events/gazoku2024

6 超顕微解析研究センター 46
超⾼圧電⼦顕微鏡 公開
世界最⼤級の電⼦顕微鏡で「原⼦」を⾒る 〜九⼤が誇る最先端の計測設備〜
技術の粋を集めた「超⾼圧電⼦顕微鏡」を駆使して、物質・材料の構造を解き明かします。たぐいまれな
装置を、この機会に⾒学してください。

5⽉11⽇（⼟）
10:00-16:00

【問合先】超顕微解析研究センター事務室
【TEL】事前：092-802-3292
    当⽇：092-802-3290
【HP】http://www.hvem.kyushu-u.ac.jp
【申込⽅法】申込不要

7 ウエスト4号館1階 30

九州⼤学⼯学部百周年記念展⽰室
九州⼤学⼯学部は1911年（明治44年）に九州帝国⼤学⼯科⼤学として創⽴され、⼯学部としては⽇本で
４番⽬に⻑い歴史を持っています。 2011年の⼤学創⽴百周年に合わせて⼯学部が開設した 「⼯学部百周
年記念展⽰室」において、⼯学部が所蔵する古い史料や機器の中で、学術史上、価値の⾼いものの⼀部を
⼀般公開しています。

平⽇ 9:00-21:00
⼟・⽇ 閉室

【問合先】⼯学部等評価広報室
【TEL】092-802-2728
【E-mail】engkoho@jimu.kyushu-u.ac.jp
【申込⽅法】申込不要

8 椎⽊講堂１階 64
常設展 九州⼤学の歴史
九州⼤学は、1903年創設の京都帝国⼤学福岡医科⼤学を直接の前⾝として、1911年、九州帝国⼤学とし
て創⽴されました。この展⽰では、創⽴前史から現在までの九州⼤学の歴史を、⼤学⽂書館が所蔵するさ
まざまな資料によって紹介します。

平⽇ 10:00〜17:00
⼟・⽇ 閉室

【問合せ先】⼤学⽂書館
【TEL】 092-642-2292
【E-mail】syxsiryo@jimu.kyushu-u.ac.jp
【HP】http://www.arc.kyushu-u.ac.jp/exhibition/index.html
【申込⽅法】申込不要

病院キャンパス(福岡市東区⾺出3-1-1)
No 会場 Map No. 企画概要 開催期⽇ 問合せ・申込⽅法・URL

9 医学歴史館 11
九州⼤学医学歴史館
常設展⽰にて、九州⼤学病院キャンパス百有余年の歴史を時代順に6つの章に分け、年表形式で展⽰を
⾏っています。またそれぞれの時代のトピックを織り交ぜながら、その時代を象徴する事柄を解説してい
ます。あわせて歴史館所蔵資料や病院キャンパス内外の貴重な⽂化財も展⽰しています。

常設
10:00〜16:30
（⼊館は16:00まで）
⽉・⽕曜閉館

【問合せ先】医学歴史館
【TEL】092−642−4856
【E-mail】irekishi@jk.med.kyushu-u.ac.jp
【HP】https://www.lab.med.kyushu-u.ac.jp/rekishikan/
【申込⽅法】申込不要

筑紫キャンパス（春⽇市春⽇公園6-1）
No 会場 企画概要 開催期⽇ 問合せ先・HP・申込⽅法等

10 筑紫キャンパス -

オープンキャンパス（筑紫キャンパス）
 九州⼤学筑紫キャンパスが誇る最先端の研究施設や実験機器等を⼀般公開します。各研究室では、研究
成果の公開や科学実験体験コーナーなど、⽬と⽿で最先端の科学技術を体感できる催し物を多数開催しま
す。
 また、⼤学院総合理⼯学府へ進学を希望する⽅々を対象とした学府説明会を開催し、⼊試に関する情報
を提供します。

5⽉18⽇（⼟）
10:00-16:00

【問合せ先】筑紫地区事務部庶務課庶務係
【TEL】092-583-7502
【HP】https://www.tj.kyushu-u.ac.jp/g_public/open_campus.php
【申込⽅法】申込不要

⼤橋キャンパス(福岡市南区塩原4-9-1)
No 会場 Map No. 企画概要 開催期⽇ 問合せ・申込⽅法・URL

11 ⼤橋キャンパス -
第12回九州⼤学芸術⼯学部施設公開 「デザインのふしぎ体験」
芸術⼯学とは何かを⼦どもから⼤⼈まで、「芸術⼯学の魅⼒」を楽しみながら感じてもらうことにより、
芸⼯ファンを増やす地域に開かれたイベント。

6⽉15⽇（⼟）
10:00-16:00

【問合せ先】⼤橋地区事務部総務課企画・広報係
【TEL】092-553-4442
【HP】https://www.design.kyushu-u.ac.jp/pages/daikoukai/
【申込⽅法】事前申込が必要な企画あり

箱崎サテライト(福岡市東区箱崎6-10-1)
No 会場 Map No. 企画概要 開催期⽇ 問合せ先・HP・申込⽅法等

12
総合研究博物館
旧⼯学部本館2階・化⽯閲覧開⽰室

ギャラリートーク：『地質の⽇』記念企画−化⽯化のメカニズムを探る
今から142年前の1876年5⽉10⽇、ベンジャミン・スミス・ライマンらによって広域的な地質図が⽇本で
初めて刊⾏されました。それを記念する『地質の⽇』に因み、実物化⽯を展⽰、可能なものは実際に⼿で
触ってもらいながら、⽣物の遺骸が化⽯になるまでの道のりを前⽥晴良名誉教授が解説します。
また、オール・アンモナイトプロジェクトで収集した化⽯コレクションや本学名誉教授：故・松本達郎博
⼠の新種の模式標本の⼀部を展⽰します。

5⽉18⽇（⼟）
10:00-16:00
解説：随時

13
総合研究博物館
旧⼯学部本館3階・⼤講義室

令和６年度九州⼤学総合研究博物館公開講演会
「まちとミュージアム」

5⽉13⽇(⼟)
13:30-16:00

14
総合研究博物館
旧⼯学部本館3階・常設展⽰室

常設展⽰室⼀般公開
九州⼤学が所蔵する各分野の標本類の中から、植物・昆⾍・鉱物・化⽯・考古遺物・先史⼈類・⼯学資料
など代表的なものをご紹介します。

14
総合研究博物館
旧⼯学部本館3階・常設展⽰室

列品室⼀般公開
列品室に展⽰されている鉱物標本・鉱⽯標本を公開します。⼤型の鉱物標本や超⾼品位の⾦鉱⽯など約
1000点のほか、「軍艦島」として知られている「端島」を含む⾼島炭坑の模型や⽯炭の⼤塊、削岩機、
ドイツ製の製錬炉の模型などを⾒ることができます。

15
総合研究博物館
旧⼯学部本館4階・第⼆会議室

壁画の会議室⼀般公開
帝国⼤学時代の雰囲気をよく残す豪華な会議室で、⻘⼭熊治画伯筆の巨⼤な油絵が有名です。

16
総合研究博物館
旧⼯学部本館3階・動物⾻格標本開⽰室

動物⾻格標本⼀般公開
貴重な動物⾻格標本約200体を公開します。進藤篤⼀教授が⽐較解剖学という「系統的進化」の教育のた
めに収集した動物⾻格標本は、現在では⼊⼿不可能な希少動物の⾻格も含まれる九州では有数のコレク
ションです。

17
総合研究博物館
旧⼯学部本館2階・⾼壮吉鉱物標本開⽰室

貴重鉱物標本⼀般公開
我が国の三⼤鉱物コレクションの⼀つである⾼壮吉鉱物標本を⼀般公開します。⾼壮吉教授が1890年代
から1930年代にかけて⽇本全⼟から蒐集した約1200点の標本群です。20世紀初期の⽇本で、まだ⼤型で
⾒事な結晶が産出していた時代の貴重な標本です。

福岡演習林（糟屋郡篠栗町⼤字津波⿊394）
No 会場 企画概要 開催期⽇ 問合せ先・HP・申込⽅法等

18
福岡演習林 -

農学部附属演習林 福岡演習林公開
森林・樹⽊の解説を⾏いながら演習林内を案内します。
※定員20名

5⽉15⽇（⽔）
10:00-12:00

【問合せ先】農学部等事務部財務課演習林総括係
【TEL】092-948-3101
【FAX】092-948-3127
【E-mail】 nonsomu@jimu.kyushu-u.ac.jp
【HP】http://www.forest.kyushu-u.ac.jp/fukuoka/
【申込⽅法】事前申込が必要   電話、FAXまたはメールにてお申込みください。
      〆切5⽉13⽇(⽉)

伊都キャンパス(福岡市⻄区元岡744)

【問合せ先】総合研究博物館事務室
【TEL】092-642-4252
【HP】http://www.museum.kyushu-u.ac.jp
【申込⽅法】申込不要1

86

65

5⽉
18⽇（⼟）、19⽇（⽇）、
25⽇（⼟）、26⽇（⽇）

10:00-16:00


